
 

 

 

  

昨年、特養課に 2名の職員が入職致しました。 

今年で 2年目になりますが「一年を振り返り・・・」の感想を聞いてみました。 

 

 

昨年入職し 4月、5月を先輩職員に教わりながら仕事の流れや利用者さんの事等を分かって行くの 

  に精一杯で、自分で何をしたらいいのか分からず、先輩職員に聞いて動く事が多かったです。 

  6月には独り立ちと言われて、不安があり業務に取りかかるのが遅く、大分時間をかけて 

しまった事がすぐに思い出せます。 

  また昨年は行事（敬老会）参加した際、劇で「赤ずきん」役をすることになり 

動きを行なう人とその声を担当する人で集まって練習し、本番では楽しみながら 

劇を行なう事ができました。 

 

   利用者さんと話しをしていく内に「ありがとう」と言われる事が嬉しいと思っている自分が 

  いて、この仕事に就いてよかったと改めて思いました。 

  やりがいのある仕事であり、悩みもあったりするけど、自分で決めたことだったので資格を取得し良かったです。 

   

  今年から 2年目になるので、1年目で出来なかった事やこれから行なう事に一生懸命行なって行きたいです。 

                                               酒井 栞 

 

    

 

 

入職して１年が経ち業務の流れや入居者の皆さんの事を分かって行くのに時間がかかり 

６月には独り立ちと聞き不安になりました。業務の流れを覚えてからは、どのように業務を進めて行えば 

  入居者の皆さんへの負担が少なく行なえるか考えながら、先輩職員に教えていただき 

日々勉強させていただいています。 

     

    最初の頃は悩み事を相談できず先輩職員の方々には迷惑かけてしまいましたが、今では、 

   とても、やりがいのある仕事だと思っています。 

 

    ２年目になるので１年目よりも一段と頑張っていきたいと思います。 

 

                                      南谷 麻織 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


